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６月３日（火）、生徒総会が開催されました。
生徒会役員を中心に、「令和６年度の活動報告・
決算報告」、「令和７年度の活動方針・予算」、そ
して「会則」について審議が行われ、いずれも承
認されました。その後、平戸中学校における「今
後も伸ばしていきたいこと・続けていきたいこ
と」、「改善していきたいこと・改善しなければな
らないこと」、「より良いものになるよう見直した
方がよいと思うこと」について、全体で討議が行
われました。中でも「生徒心得」については、多
くの意見が交わされ、特に３年生を中心に積極的
な発言や質問がありました。それらに対し、生徒
会が丁寧に回答し、中には「先生方とも相談しま
す」といった内容も含まれていました。今回は、
根拠を明確にしたうえで提案する生徒がおり、非
常に充実した素晴らしい討議となりました。学校
としても、「生徒心得とは何のためにあるのか」
を生徒自身が主体的に考える貴重な機会となった
ことを大変うれしく思っています。今後も、生徒
と先生方が協力し合いながら、平戸中学校をさらに良い学校にしていけるよう、共
に真剣に考えていきたいと思います。 
最後になりますが、議長を務めた瀧下奈乃佳さんの進行は見事でした。瀧下さん

のおかげで、素晴らしい生徒総会となりました。ありがとうございました。 
 
【会長挨拶 松永朋華さん】 
  この生徒総会では、生徒会スローガンや今後の活動方針について全校生徒で意見を交わし合
う大切な場です。私の目指す学校は、「全校生徒が一丸となって、向上していく学校」です。一
人一人の力を合わせて、平戸中学校をさらにより良い学校へと作り上げていきましょう。ま
た、この生徒総会が、有意義な時間になるよう、全校生徒で真剣に取り組んでいきましょう。 

 
【教頭先生の講評】一部抜粋 

まずは、生徒会本部役員の皆さん、総会の準備・運営、本当にありがとうございました。臨
機応変な対応も素晴らしかったです。特に議長の瀧下さんは、大きな会をしっかりと進行し、
大変立派でした。 
さて、今日の総会では、各委員会の活動報告、そして目標や課題について、真剣に話し合う

皆さんの姿が印象的でした。文部科学省の内容まで意見の根拠として準備していたので、感心
しました。ほとんどの人が意見を聞き合い、考え、発言する姿から、「より良い学校にしていこ
う」という思いが伝わってきました。その姿は、今年の学校の一つのテーマ「支え合う」、そし
て生徒会スローガン「結成～進歩した学校へ～」にふさわしいものでした。互いに支え合っ
て、協力して前に進むことが、学校の進歩につながって
いくと思います。 
総会は終わりましたが、話し合ったことをこれからの 

生活にどう生かすかが大切です。皆さん一人一人が「自 
分たちの学校は自分たちでつくっていくんだ」という意 
識を持ち、日々の生活の中で行動につなげていってくれ 
ることを期待しています。 
これからも先生方と一緒に、笑顔あふれる平戸中学校 

を作り上げていきましょう。 

「全力平中」 夢を語り、夢を追う生徒 

笑顔 続ける 支え合う 


